
ば
ん
げ
の「
い
い
顔
」み
ぃ
つ
け
た
！

関
連
ペ
ー
ジ
…
P12

束
松
峠
を
護
る
会

あ
い
づ
ば
ん
げ

議
会
だ
よ
り

第
２
回
定
例
会
 

2
一
般
質
問（
７
人
が
登
壇
） 

5
議
会
の
動
き
 

10
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
・
編
集
後
記
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2

定例会

（千円未満四捨五入）

令和８年度 補正額 補正後の額
一 般 会 計 3億3,665万円増 88億5,665万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 51万円減 17億4,349万円
介 護 保 険 167万3千円増 24億2,167万3千円
後 期 高 齢 者 医 療 75万5千円増 2億7,775万5千円
坂下東第一地区土地区画整理事業 260万8千円増 2億7,481万3千円

企
業
会
計

水道（収益的収入） 48万円減 4億6,665万6千円
水道（収益的支出） 485万4千円増 4億7,782万2千円
水道（資本的収入） 77万円増 9,216万円
水道（資本的支出） 96万9千円増 1億3,286万1千円
下水道（収益的支出） 58万7千円増 4億5,679万3千円
下水道（収益的支出） 521万7千円増 4億4,828万5千円
下水道（資本的収入） 24万円減 3億6,124万1千円
下水道（資本的支出） 344万1千円減 4億4,158万8千円

補正予算

第
２
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

６
月
４
日（
木
）～
12
日（
金
）の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

８
日
と
９
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
10
件
、
条
例
４
件
、
補
正
予
算
８
件
、
そ
の
他
２
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

渡　
部　
　
淳　

 

氏
（
古
坂
下
）

渡　
部　
　
敦　

 

氏
（
中　
村
）

佐
々
木　
美　
穂 

氏
（
勝　
方
）

齋　
藤　
嘉　
美 

氏
（
福　
原
）

五
十
嵐　
朱　
美 

氏
（
五　
香
）

橋　
本　
善　
和 

氏
（
中
政
所
）

鈴　
木　
清　
介 

氏
（
宇　
内
）

鈴　
木　
寿　
夫 

氏
（
船　
窪
）

藤　
川　
将　
仁 

氏
（
片　
門
）

永　
山　
廣　
隆 

氏
（
長　
井
）

令
和
８
年
７
月
20
日
か
ら

令
和
11
年
７
月
19
日
ま
で

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

10
名
す
べ
て
同
意

人 事

農
業
委
員
の
仕
事
っ
て
何
？

　

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
関

し
て
、
現
地
調
査
を
行
い
、
審
議

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
へ
の
農
地
集
積
や

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
、
人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
、

国
・
県
補
助
金
の
確
定
に
伴
う
各
事
業
費
の
補
正
、
地

区
要
望
に
よ
る
町
道
整
備
等
の
補
正
、
令
和
７
年
度
の

繰
越
金
を
財
政
調
整
基
金
に
積
立
す
る
補
正
が
主
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
は
、
人
事
異
動
等
に
伴
う

人
件
費
の
補
正
が
主
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

非
課
税
の
範
囲
内
で
就
労
時

間
を
調
整
し
て
い
る
方
な
ど
で
、

介
護
保
険
料
が
増
額
さ
れ
て
し

ま
う
方
に
対
し
て
、
救
済
措
置

と
し
て「
特
例
減
免
」を
規
定
す

る
も
の
で
す
。

任期

会
津
坂
下
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条 例

 収益的収入とは 
・水道を利用している方からの水道料金　など
 収益的支出とは 
・馬越浄水場から供給されている水道水の代金
・委託費（水道施設の点検、修繕などの外部委託）
・職員の人件費　など

 資本的収入とは 
・国の補助金
・国や金融機関からの借入金　など
 資本的支出とは 
・水道施設の工事費
・借入金の返済　など
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定例会
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
髙
久　
敏
明

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

山
口　
　
享

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

青
木
美
貴
子

赤
城　
大
地

議案第 29号
　会津坂下町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例

〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長

議案第 32号　会津坂下町新庁舎建設基本計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　退：退席　　議長は採決に加わりません

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

国保税に子ども子育て支援納付金を加えることに反対する。
物価高騰・増税の中、国民生活をさらに圧迫するものである。� （横山智代議員）

国民健康保険税に「子ども子育て支援金」が入り込むことは、今後において軍事費が形
を変えて徴収されることへつながる懸念が有り、到底容認できないので反対する。
� （小畑博司議員）

※討論とは…議案に対する賛否の考えを示すもので、各議員が様々な知見や考えに基づき発言するも
のです。

討論
議案第29号　会津坂下町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

ＩＣＴ教育先進国においては子どもの健康面だけでは無く成績向上に逆行する影響があ
るとして、多額の予算を使うタブレットによる教育から紙の教科書へ戻すという流れに
なっており、日本においても児童生徒へ同様の影響があることが懸念される。よってこ
の請願に賛成する。� （五十嵐正康議員）

請願第1号 ＩＣＴ教育推進のみでなく、子どもの健康や学力などの検討を求める請
願について

請願の結果
件　　名 請　願　者 紹介議員 結 果

第１号
ＩＣＴ教育推進のみでなく、子どもの
健康や学力などの検討を求める請願に
ついて

千葉親子 佐藤宗太 採択

第 2号

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』
の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書」の提出を求める
ことについて

福島県教職員組合
中央執行委員長
酒井　和紀
福島県教職員組合両沼支部
支部長　星　和雄

小畑博司 採択

討論
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基
本
計
画
策
定

着
々
と
進
む
庁
舎
建
設

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
っ
て
何
？

　
役
場
庁
舎
の
在
り
方
や
必
要
な
機
能
の

検
討
を
踏
ま
え
、
町
が
目
指
す
新
庁
舎
整

備
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
も
の
で

す
。

  

主
な
質
疑

問　
新
庁
舎
建
設
の
概
算
事
業
費
41
億

円
は
、
参
考
額
な
の
か
、
そ
れ
と
も
上

限
額
な
の
か
。

�

（
髙
久
敏
明
議
員
）

答　
物
価
の
上
昇
等
不
透
明
な
部
分
が

あ
る
た
め
、
目
標
値
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
り
ま
す
。�

（
建
設
課
長
）

問　
防
災
倉
庫
は
小
規
模
な
も
の
で
十

分
だ
と
い
う
認
識
で
い
い
か
。

�

（
五
十
嵐
正
康
議
員
）

答　
緊
急
時
に
職
員
の
約
６
割
が
災
害
対

応
に
あ
た
る
と
想
定
し
、
最
低
３
日
分

の
飲
食
が
確
保
出
来
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
記
載
し
て
お
り
ま
す
。�（
副
町
長
）

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
本
計
画
が
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令和8年度令和9年度

基
本
設
計

実
施
設
計
・
工
事
着
手

討
論

　
庁
舎
位
置
に
つ
い
て
は
首
尾
一

貫
反
対
。
現
庁
舎
周
辺
を
支
持
し

て
い
る
の
で
、
本
議
案
に
は
反
対

す
る
。

　

配
置
計
画
は
議
論
の
余
地
あ

り
、
町
民
各
方
面
と
の
対
話
を
求

め
る
。
町
民
か
ら
の
意
見
の
申
し

入
れ
、
話
し
合
い
に
理
解
を
深
め

る
た
め
、
繰
り
返
し
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
す
る
よ
う
に
応
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。

�

（
五
十
嵐
一
夫
議
員
）

具
体
的
な
建
物
の
構

造
や
仕
組
み
を
決
め

る工
事
に
向
け
た
詳
細

設
計

建
設
工
事
に
着
手

◁

新庁舎視察研修レポート ～福島県西郷村～
　
７
月
３
日
、
新
庁
舎
建
設
検
討
特

別
委
員
会
で
は
、
庁
舎
の
造
り
や
機

能
を
研
究
す
べ
く
、
４
月
に
開
庁
し

た
西
郷
村
庁
舎
を
視
察
研
修
し
て
き

ま
し
た
。

  

庁
舎
の
複
合
化

　
郵
便
局
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
設

置
さ
れ
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

集
約
す
る
な
ど
、
村
民
が
利
用
し

や
す
い
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

フラットな造りの議場

  

議
場

　
災
害
時
等
に
利
用
出
来
る
よ
う

に
検
討
を
重
ね
ら
れ
、
段
差
が
無

い
フ
ラ
ッ
ト
な
造
り
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

庁舎内に設置された郵便局

本体工事費：約47億円

延べ床面積：6196.94㎡

※会津坂下町新庁舎建設
基本計画では、延べ床面
積4,000㎡を計画してお
ります。

　
村
民
が
自
由
に
交
流
出
来
る
「
Ｎ

ｉ
Ｃ
ｏ
ま
る
広
場
」
や
、
会
議
室
が

設
置
さ
れ
、
交
流
活
動
を
支
え
る
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

正面玄関を入ってすぐに広がる「ＮｉＣｏまる広場」

になる規模は…気

基本計画
の内容は
こちら
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一般質問は議員が町政全般について、現状や方針を問うものです。　
一人あたりの持ち時間は答弁を含めて50分間です。今定例会では７人が登壇しました。
掲載している内容は質問者自身が要約し、広報広聴特別委員が校正したものです。
QRコードから、各議員の一般質問の映像をご覧いただけます。
また、会議録もホームページでご覧いただけます。

手続きは簡単。
受付簿に名前を書くだけ！
第３回定例会は、令和 7年度決算の審議
が行われます。
会津坂下町の現状や今後について知るこ
とができるチャンス
です。
ぜひ一度足をお運び
ください！

議会を傍聴してみませんか？ 【令和 8 年第３回定例会日程（予定）】

9月

3日（木) 招 集 日
7日（月) 一 般 質 問
8日（火) 一 般 質 問
11日（金）決算特別委員会（一般会計）
14日（月）決算特別委員会（特別会計）
16日（水) 最 終 日

※日程は変更になる場合があります。

これでいいのか！

町 政

YouTube
(議会トップページ) 会議録

般一 質 問

通告の順番により質問がされました

順番 議席番号 氏　名 通　告　内　容

１ 9 五十嵐一夫 道の駅にホテルとコンビニの誘致を　ほか

２ 1 髙久　敏明 坂下東第一土地区画整理事業について

３ 4 横山　智代 教育行政について　ほか

４ 2 目黒　克博 自主防災組織支援について問う　ほか

５ 6 佐藤　宗太 通学の安全対策について　ほか

６ 5 小畑　博司 庁舎跡地に建設予定の振興施設の考えについて伺う　ほか

７ 11 酒井　育子 新ごみ焼却施設建設費の負担金への対策は　ほか
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髙
たか

久
く

　敏
とし

明
あき

 議員

　
　
　

道
の
駅
は
大
変
賑
わ
っ
て
お
り
、

夜
間
の
利
用
も
多
い
。
賑
わ
い
か

ら
す
る
と
施
設
の
規
模
が
小
さ
く
、
拡
張

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
道
の
駅
に
ホ
テ
ル
併
設
展
開
の
事
業
者

が
あ
り
、
ホ
テ
ル
と
コ
ン
ビ
ニ
の
誘
致
を

提
案
す
る
。

　
　
　
湯
川
村
・
会
津
坂
下
町
へ
の
地
域

経
済
活
性
化
が
期
待
さ
れ
、
ロ
ー

ド
サ
イ
ド
型
ホ
テ
ル
と
コ
ン
ビ
ニ
の
相
乗

効
果
に
よ
り
、
地
域
振
興
施
設
と
し
て
さ

ら
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
誘
致
対
象
企
業
の
情
報
収
集
に
努
め
、

交
渉
協
議
が
で
き
る
段
階
に
な
れ
ば
、
事

業
者
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
景
観
を
利
用
し
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
す
る
。

　
　
　
「
会
津
ウ
ル
ト
ラ
ウ
ォ
ー
ク
１
１

２
」
を
予
定
し
て
お
り
、
「
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
」
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
知

恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
様
々
な
取
り
組
み

を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
期
滞
在
型
施
設
の
事
業
展
開
を

有
効
性
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て

ま
い
り
ま
す

問答問答

　
　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
完
了
時

期
、
残
事
業
費
に
つ
い
て
、
10
か

年
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
令
和
７
年
度
に
、
古
坂
下
・
桜
木

町
で
開
催
し
た
説
明
会
等
で
ご
説

明
い
た
し
ま
し
た
令
和
７
年
度
か
ら
10
年

間
の
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
10
年
間
の
総
事
業
費
に
対
す
る
進
捗

率
は
４
．
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
に

対
す
る
事
業
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

交
付
金
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
都
市
計
画

道
路
坂
下
羽
林
線
及
び
坂
下
喜
多
方
線
の

整
備
完
了
に
向
け
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
路
線
に

つ
い
て
も
令
和
18
年
度
に
は
面
的
整
備
を

完
了
し
、
５
年
の
精
算
期
間
を
設
け
て
令

和
23
年
度
を
事
業
完
了
を
目
標
と
し
ま
す
。

問答答

　
　
　
成
功
し
て
い
る
下
郷
町
の
滞
在
型

市
民
農
園
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

下
郷
」
に
倣
い
、
農
業
体
験
・
観
光
拠

点
・
長
期
滞
在
施
設
を
「
県
農
業
総
合
セ

ン
タ
ー
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て

展
開
し
よ
う
。

　
　
　
「
県
農
業
セ
ン
タ
ー
」
は
景
観
や

日
当
た
り
も
良
く
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
適
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
下

郷
町
の
当
事
業
は
２
０
１
０
年
当
時
で
約

４
億
円
、
現
在
実
施
す
る
と
、
建
設
費
の

高
騰
に
よ
り
大
き
な
財
政
支
出
の
事
業
で

す
。
公
設
民
営
・
民
設
民
営
な
ど
、
運
営

形
態
や
整
備
手
法
の
理
解
を
深
め
、
有
効

性
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

事
業
計
画
の
見
直
し
の
必
要
性
は

な
い
の
か

過
去
に
区
域
縮
小
等
の
見
直
し
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
不
可
能
で
あ

る
と
の
結
論
で
す

　
　
　
当
初
計
画
か
ら
30
年
以
上
の
期
間

が
経
過
し
て
お
り
、
社
会
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
計
画
内
容
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
町
の
見
解

は
。

　
　
　
本
事
業
は
当
初
計
画
よ
り
30
年
以

上
経
過
し
、
事
業
の
進
捗
に
遅
れ

が
生
じ
て
い
る
た
め
、
度
重
な
る
事
業
計

画
変
更
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

り
、
施
工
者
と
し
て
反
省
す
べ
き
点
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
社
会

環
境
も
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年

度
に
計
画
期
間
を
令
和
18
年
度
ま
で
延
長

い
た
し
ま
し
た
。
道
路
、
公
園
な
ど
を
整

備
し
、
良
好
な
環
境
を
備
え
た
住
宅
地
と

し
て
現
在
の
事
業
計
画
を
最
大
限
進
め
る

こ
と
が
施
工
者
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問答答

五
い が ら し

十嵐 一
かず

夫
お

 議員

クラインガルテン下郷
30棟全て年間貸し切り済
農業体験や周辺観光に利用

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

道
の
駅
に
ホ
テ
ル

コ
ン
ビ
ニ
の
誘
致
を

相
乗
効
果
で
機
能
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

町
に
宿
泊
施
設
が
必
要
だ
！！

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

坂
下
東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
は

令
和
18
年
度
に
は
面
的
整
備
を
完
了
し
、
５
年
間
の
清
算

期
間
を
設
け
、
令
和
23
年
度
に
は
完
了
を
目
指
し
ま
す

ど
う
な
っ
て
る
の
!?

こ
れ
も
質
問

問
活
用
可
能
な
空
き
地
を
町
が
積
極
的
に
引

き
受
け
、
町
中
の
ホ
テ
ル
誘
致
等
に
活
用

し
て
い
こ
う
。

都市計画道路坂下喜多方線
（原街道）



一
般
質
問

7 あいづばんげ議会だより 222号（令和８年７月24日発行）

横
よこやま

山　智
ち よ

代 議員

　
　
　
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
ク
マ
の

出
没
が
多
く
聞
か
れ
る
が
、通
園・

通
学
の
児
童
・
生
徒
の
ク
マ
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
ク
マ
の
出
没
は
、
朝
と
夕
方
以
降

に
多
発
し
て
お
り
、
登
下
校
、
登

降
園
の
時
間
帯
に
近
く
、
被
害
の
未
然
防

止
に
向
け
た
安
全
管
理
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
警
察
や
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
、
行
政
区
と
連
携
し
た
注
意
喚
起

や
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
や
庁
内
関
係
部
署
と
の

迅
速
な
情
報
共
有
や
役
割
等
に
つ
い
て
再

点
検
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費

無
償
化
を

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
引
き

続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

　
　
　
４
月
か
ら
国
の
制
度
で
小
学
校
の

給
食
費
無
償
化
が
始
ま
っ
た
が
、

幼
稚
園
・
中
学
校
の
給
食
費
を
町
と
し
て

無
償
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問答問

　
　
　
国
で
は
、
中
学
校
へ
の
制
度
拡
大

に
つ
い
て
、
小
学
校
を
実
施
し
た

後
の
検
証
で
、
給
食
実
施
状
況
の
違
い
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
速
や

か
に
実
現
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
方
針
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
給
食
の
質
や
量

の
確
保
も
困
難
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

完
全
無
償
化
及
び
中
学
校
無
償
化
の
早
期

実
現
を
求
め
る
要
望
を
関
係
機
関
に
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
町
に
よ
る
食

材
費
の
一
部
負
担
を
継
続
し
な
が
ら
、
国

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
中
長
期
的
な
財

政
見
通
し
を
踏
ま
え
た
う
え
で
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
の
補

助
制
度
を
求
め
る
。

問
小
学
校
で
の
環
境
問
題
の
学
習
の
推
進

や
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
学
習
の
考
え

は
。

答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

徒
歩
通
園・通
学
の
児
童・生
徒

を
ク
マ
か
ら
守
る
対
策
は

緊
急
時
に
お
け
る
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

ク
マ
出
没
多
発
注
意
！！

目
め

黒
ぐろ

　克
かつひろ

博 議員

問　
　
地
域
防
災
力
を
高
め
る
、
自
主
防

災
組
織
設
立
支
援
推
進
の
考
え
は
。

　
　
　
現
在
、
町
内
に
は
４
つ
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は

新
た
な
設
立
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
災

害
時
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
へ
の

安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な
ど
、
地
域
住
民

に
よ
る
迅
速
な
対
応
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
と
い
う

意
識
を
高
め
、
自
主
防
災
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
組
織
化
を
促
進
し
、
今

後
も
自
治
会
活
動
や
防
災
訓
練
を
通
じ
て

設
立
・
支
援
活
動
を
継
続
し
、
自
主
防
災

組
織
の
拡
充
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
用
車
運
行
の
安
全
確
保
は

安
全
な
公
用
車
の
運
行
体
制
の
維

持
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

問　
　
ど
の
よ
う
な
運
行
管
理
を
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
車
両
の
運
行
に
あ
た
っ
て
は
、
交

通
法
規
の
遵
守
・
安
全
運
転
を
心

掛
け
、
利
用
者
及
び
職
員
の
安
全
確
保
を

最
も
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
町
所
有
の
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
、
運

問答問答

行
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
を
図
り
、運
行
前・

運
行
中
・
入
庫
後
に
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
よ
り
、
車
両
状
態
等
を
確
認
し
安
全
な

運
行
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に「
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
管
理
要
綱
」に
お
い
て
、

一
定
の
基
準
や
制
限
を
設
け
、
運
転
者
の

過
労
軽
減
及
び
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
運
行
管
理
に
つ
い
て
は
、

運
転
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
他
、

運
転
管
理
記
録
表
を
整
備
し
適
切
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
目
標
に
、
安
全
な
公
用
車
の
運
行
体
制

の
維
持
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
時
の
対
策
・
対
応

は
。

問
乗
合
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

路
線
は
。

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
は

今
後
も
設
立
及
び
活
動
支
援
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す

町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
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佐
さ

藤
とう

　宗
そう

太
た

 議員

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

　
　
　

道
路
交
通
法
改
正
に
よ
る
影
響

は
。

　
　
　
9
月
1
日
に
施
行
さ
れ
る
改
正
道

路
交
通
法
施
行
令
で
は
、
生
活
道

路
に
お
け
る
法
定
速
度
が
60
㎞
か
ら
30
㎞

へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

中
央
線
の
引
き
直
し
や
、
速
度
規
制
看
板

の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
生
活
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
措
置
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
十
分
な
自
転
車
レ
ー
ン
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
場
所
が
多
い
が
、
自

転
車
事
故
の
防
止
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
警
察
や
交
通
安
全
関
係
団
体
と
連

携
し
、
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利

用
し
た
自
転
車
の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

や
、
例
外
的
に
歩
道
を
通
行
で
き
る
ケ
ー

ス
な
ど
の
周
知
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま

す
。 問答問答

通
学
路
周
辺
に
ク
マ
が
出
没
し
た

際
の
対
応
は

緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
捕
獲
に

向
け
対
策
し
ま
す

　
　
　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
の
通
学
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
が
、
未
然
に
危
機
を
回
避
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
地
域
見
守
り
隊
の
方
々
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
体
制
が
築
か
れ
て
お

り
ま
す
。
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
鳥

獣
の
対
策
に
つ
い
て
は
、「
ク
マ
等
出
没

時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
緊
急

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、

教
職
員
と
の
情
報
共
有
や
一
斉
メ
ー
ル
に

よ
る
保
護
者
へ
の
送
迎
依
頼
を
行
う
な
ど
、

状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
長
期
休
業
中
の
預
か
り
保
育
で
の
弁
当

持
参
に
対
す
る
、管
理
上
の
安
全
対
策
は
。

問
長
期
休
業
中
の
預
か
り
保
育
で
の
給
食

提
供
の
考
え
は
。

問答

小
お

畑
ばた

　博
ひろ

司
し

 議員

問　
　
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
向

上
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
の
認
識
だ
が
、
町
は
何
を
求
め
て
い
る

の
か
。

　
　
　
町
で
委
託
し
て
い
る
、
介
護
、
福

祉
等
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
悩

み
を
聞
き
、
適
切
な
機
関
へ
と
つ
な
ぐ
た

め
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
は

じ
め
、民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局
や
、

敬
老
会
・
戦
没
者
追
悼
式
の
運
営
、
高
齢

者
サ
ロ
ン
の
活
動
支
援
、
福
祉
用
具
の
貸

し
出
し
等
が
あ
り
ま
す
。
独
自
事
業
と
し

て
、
高
齢
者
へ
の
除
雪
費
助
成
事
業
等
創

意
工
夫
し
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

地
域
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ

た
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

問答

稲
作
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か

農
業
基
盤
の
強
化
等
を
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す

問　
　
持
続
可
能
な
稲
作
を
す
る
た
め
町

の
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
　

生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
も
重
な

り
、
先
行
き
が
不
安
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
国
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
コ
メ
を
作
り
な
が
ら
需

給
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
農
業

基
盤
の
強
化
」「
担
い
手
の
育
成
・
確
保
」

「
環
境
変
化
へ
の
対
応
」
を
重
点
的
に
取

り
組
み
、
安
定
的
な
農
家
所
得
の
確
保
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
現
庁
舎
跡
地
に
町
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
等

の
振
興
施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

問答

道
路
交
通
法
改
正
の
認
識
は

交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
の
実
践
的
な
改
正
で
あ

り
、
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

社
会
福
祉
協
議
会
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か

地
域
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
、

よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

や
さ
し
い
町
へ

自転車専用レーンの明確化を

社会福祉協議会
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酒
さか

井
い

　育
いく

子
こ

 議員

管
路
Ｄ
Ｂ
の
掘
り
返
し
工
事
に
対

す
る
町
民
の
声
は

通
行
の
し
に
く
さ
等
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す

　
　
　
工
期
と
工
事
費
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
８
月
末
ま
で
工
期
を
延
長
し
ま
し

た
が
、
現
場
の
作
業
は
７
月
末
ま

で
に
終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
積
算
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
中
東
情
勢
の
影
響
等

に
伴
う
資
材
単
価
の
変
更
等
に
つ
い
て
は

基
準
に
の
っ
と
り
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
自
主
財
源
の
増
収
を
図
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

問答答

　
　
　
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
生
ご
み
や

庭
で
伐
採
し
た
木
な
ど
を
資
源
化

し
、
活
用
出
来
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
約
４
割
を
し
め
て
お

り
、
自
己
処
理
し
や
す
い
よ
う
に
コ
ン
ポ

ス
ト
や
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入

補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
伐
採
し
た
木
等
に
つ
い
て
は
、
チ
ッ
プ

化
の
他
に
活
用
方
法
を
調
査
研
究
し
て
お

り
、
減
量
化
に
有
効
な
方
法
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

ご
み
対
策
の
現
状
は

有
効
な
方
法
を
研
究
し
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す

減
量
化
の
た
め

３月に視察した環境センター（会津若松市）

“ばんげ”の明るい未来のために

ぜひ私たちと一緒に「ばんげの明るい未来」について語り合いましょう！
皆さんの声をお聞かせください！

～・～・～・～・～・～・～・～・
◎申込方法◎
　実施希望日の３週間前までに、議
会事務局へお申し込みください。
　お申し込みの際は、所定の様式に
記入していただく必要があります。
下記HPからダウンロードしていた
だくか、事務局までお問合せくださ
い。
会津坂下町議会事務局
� 電話　８４－１５０７

ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！

１．実施期間
　　令和８年４月１日～令和９年１月31日
　　（土日祝、夜間も可。※年末年始を除く）
２．懇談時間
　　１時間～１時間30分程度
３．テーマ
　　①移住定住　②子育て支援・教育
　　③産業振興・雇用　④高齢者・障がい者福祉
　　⑤環境・まちづくり　⑥防災　⑦その他
４．対象
　　町内在住、在勤、在学の５名以上のグループ
５．経費
無料（※公共施設以外での開催経費は申込者
でご負担ください）
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議会の動き

今年も 6月 21 日に東京で開催されまし
た会津坂下会総会にお招きいただき、議員
9名が参加しました。
今年の参加者はおよそ 70 名、新規会員

も加わり、盛大に開催されました。
町の近況報告、首都圏での PR イベント

の紹介やふるさと納税の案内をし、心強い
協力のお言葉をいただきました。
親睦会では、全員で恒例の会津磐梯山を

踊り、絆を深めました。

今年も東京で再会
会津坂下会総会に参加しました

地域課題解決のために
両沼地方町村議会議員交流会
７月 10日、柳津町において「第 25回両
沼地方町村議会議員交流会」が開催され、
株式会社雨風太陽　代表取締役社長　髙橋
博之氏の「都市と地方をかきまぜる」と題
した地域課題解決のための講演を聴講しま
した。
その後、両沼 7町村の議員同士で懇談し、
人口減少問題等の意見交換を行いました。
これからも、地域課題の解決に繋がりま
すよう、議会で取り組んでまいります。

～熊出没に伴う要望書を提出～
町議会では、令和８年 6月 4日に、「熊出没に伴う小中学生の登下校時の安全確保について
の要望」を町長に提出しました。

１
．
熊
出
没
時
に
お
け
る
小
中
学
生
の
登
下
校
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
学
校
や
保
護
者
と
連
携
し
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２
．
安
心
安
全
な
通
学
環
境
確
保
の
た
め
、
現
在
の

通
学
手
段
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
。

以
上
、
２
点
に
つ
い
て
町
議
会
か
ら
古
川
町
長
へ

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

株式会社雨風太陽　代表取締役社長　髙橋博之氏
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議会の動き

行政視察の受け入れ
～宮城県亘理町～

よりよい広報紙のために…
福島県町村議会議長会主催広報研修会

広報広聴特別委員会委員の紹介
学ぶ

委 員 長 　青木　美貴子
コメント：議会と町民の方との良
い架け橋になるような広報を目指
します。

今号より新たなメンバーで紙面作りを行ってま
いります。

副委員長 　佐藤　宗太
コメント：町民の皆様に分かりや
すい広報作りに努めてまいりま
す。

委　　員 　髙久　敏明
コメント：町民と議会をつなぐ架
け橋となる広報活動に努めます。

委　　員 　山口　享
コメント：手に取っていただける
紙面作りに努めてまいります。

委　　員 　五十嵐　一夫
コメント：久しぶりの委員会です。
伝わる紙面作りを研究していきま
す。

７月１日、ビッグパレットふくしまで広報研修
会が開催されました。

読まれやすい・親しみやすい「議会だより」を作
るために、広報マインド（目的のために、誰に何を
どう伝えればいいのか）に立ち返ること、また、全
体的な要約の記載、表やグラフにより分かりやす
く伝えることが重要であることを学びました。

研修で学んだことを生かし、住民の方に興味・
関心を持っていただけるような分かりやすい「議会
だより」を目指してまいります。

7 月 9 日、宮城県亘理町議会総務常任委
員会の皆様が、「協働のまちづくり」と「地
域おこし協力隊」について調査・研修のた
め来町されました。
政策財務課の職員及び地域づくりコー
ディネーターより、町の概要や協働のまち
づくりについて若宮地区の事例を中心に、
その成果と実績、目標、課題解決の取り組
みについて説明しました。
地域おこし協力隊ＯＢからは、参画の経
過、3年間の体験、移住することになった
経過を説明し、活発な質疑・応答が行われ
ました。 宮城県亘理町議会総務常任委員会の皆様
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長
　
青
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副
委
員
長
　
佐
藤
　
宗
太

　
　
委
　
　
員
　
髙
久
　
敏
明

　
　
委
　
　
員
　
山
口
　
　
享

　
　
委
　
　
員
　
五
十
嵐
一
夫

束松峠は、旧越後街道にある会津坂下町天屋、
本名地区と西会津町軽沢地区を結ぶ峠です。
街道沿いには峠の山頂に茶屋の跡や、明治時
代に地域の人々が人力で掘削し貫通させた束松
洞門などがあり、昔の人々の生活や歴史を感じ
られる街道となっています。

みんなのひろば
今回は、「束松峠を護る会」の活動を広報
広聴委員の髙久敏明がご紹介します。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！

束松峠を護る会

「束松峠を護る会」は今年で設立から25周年を迎え、現在の会員数は30名です。会員のみな
さんが主体となり、この歴史的な道を護っています。
活動は４月～11月までの積雪の無い時期に、峠道の草刈りなど、維持、補修作業を行っている他、

峠の名称となっている束松の遺伝子を受け継ぐ「ひこ束松」を護り育成するために、周辺の草刈り
や消毒等を実施しています。
また毎年10月には実行委員会を組織して「束松ウオーキング大会」を実施しており、参加者に
美味しい蕎麦の提供も行っています。

今
年
の
田
植
え
時
期
も
終
わ

り
、
町
内
の
田
ん
ぼ
に
も
稲
が

並
び
、
美
し
い
田
園
風
景
が
広

が
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
な
ど
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す

が
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
こ
の
豊
か
な
風
景
を
守

り
、
次
の
世
代
へ
も
し
っ
か
り

と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
地
域
の
未
来
を
考
え
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
議
会
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
髙
久　
敏
明
）


